
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年
末
か

ら
今
年
に
か
け
て
猛
威
を
振

る
い
、
収
束
す
る
兆
し
が
見

え
ま
せ
ん
。
大
阪
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
亡

者
が
全
国
で
１
番
多
く
、
助

け
ら
れ
る
い
の
ち
も
助
け
ら

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
原
因
は
、
明
ら
か

に
人
災
で
あ
り
、
病
床
・
保

健
所
の
削
減
、
岸
田
政
権
と

吉
村
知
事
の
コ
ロ
ナ
対
策
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
経
済
で
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
「
異
次
元
の
金
融

緩
和
」
の
下
で
、「
円
安
に
歯

骸
化
を
推
し
す
す
め
る
こ
と

な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
民

が
主
体
と
な
る
社
会
へ
の
転

換
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
今

年
の
春
に
行
わ
れ
る
統
一
地

方
選
挙
で
労
働
組
合
の
要
求

を
叶
え
て
く
れ
る
候
補
者
を

支
持
し
政
治
を
変
え
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
２
０
２
３
年

春
闘
で
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
金
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

る
こ
と
を
全
組
合
員
呼
び
か

け
ま
す
。 

  

止
め
が
か
か
ら
な
い
」
こ
と

が
、
物
価
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
あ
り
、
金
利
を
上
げ
て

も
大
丈
夫
と
い
う
経
済
状
況

を
早
く
つ
く
ら
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
賃
上

げ
を
軸
と
し
た
構
造
的
経
済

政
策
が
必
要
で
す
。
物
価
高

騰
に
部
分
的
な
支
援
だ
け
で

は
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
は
明
白
で
あ
り
、

す
べ
て
の
物
価
を
引
き
下
げ

る
消
費
税
減
税
に
踏
み
切
っ

て
こ
そ
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
起
爆
剤
に
な
り
ま
す
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
金
融
緩
和
政

策
の
も
と
で
、
実
質
賃
金
が

上
が
ら
ず
、
大
企
業
の
内
部

留
保
が
驚
く
ほ
ど
積
み
増
し

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
部

留
保
に
課
税
し
中
小
企
業
へ

の
支
援
に
使
い
、
賃
上
げ
し

て
実
体
経
済
を
良
く
し
て
い

く
道
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば

経
済
は
本
当
に
破
綻
し
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
岸
田

政
権
は
、
昨
年
秋
の
臨
時
国

会
以
降
で
も
消
費
税
減
税
を

固
く
な
に
拒
み
、
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
政
策
に
背
を
向

け
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

略
を
口
実
に
憲
法
改
正
議
論

と
大
軍
拡
に
舵
を
切
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
軍
事
費
をGDP

の
２
％
へ
増
額
し
、
増
額
し

た
費
用
は
法
人
税
増
税
、
東

日
本
大
震
災
特
別
復
興
所
得

税
（
２
０
３
７
年
～
１４
年
間

延
長
）、
た
ば
こ
税
増
税
の
３

税
で
賄
う
こ
と
を
自
民
党
税

制
調
査
会
に
提
示
し
、
２
０

２
２
年
１２
月
１６
日
に
安
保

３
文
書
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
国
民
生
活
を
犠
牲
に
し

て
大
軍
拡
・
憲
法
９
条
の
形
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大
阪
府
本
部
は
、
組
織
強
化

と
知
力
を
高
め
、
次
世
代
の
府

本
部
役
員
を
育
成
す
る
た
め
、

１
月
２２
日
（
日
）
国
労
大
阪

会
館
で
午
前
・
午
後
に
分
け
て

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

午
前
の
部
は
、
一
般
組
合
員
の

学
習
会
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、

「
運
輸
・
建
設
業
の
２
０
２
４

年
問
題
」
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
芦
崎
事
務
局
長
を
講
師
に

お
招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、「
２
０
２
４
年
問

題
」
と
は
何
か
を
詳
し
く
説

明
、
６０
時
間
を
超
え
る
残
業

時
間
は
経
営
者
が
５０
％
割
増

の
賃
金
の
支
払
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
中
小

企
業
の
運
輸
会
社
に
支
払
う

体
力
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
運

輸
業
の
基
準
内
賃
金
が
最
低

賃
金
の
水
準
で
あ
る
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
反

対
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
６
０

時
間
を
超
え
る
残
業
を
し
て
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る
こ
と
。
労
働
者
の
労
働
力

全
体
の
中
に
資
本
側
の
利
潤

が
あ
り
、
労
働
者
は
、
搾
取

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。

２
項
目
は
、「
現
代
の
日
本
の

特
徴
」
労
働
者
の
状
態
、
低

賃
金
・
長
時
間
労
働
が
横
行

し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

非
正
規
労
働
者
が
４０
％
も

い
る
現
状
。
ま
た
、
少
数
の

大
企
業
が
大
き
な
富
を
そ
の

手
に
集
中
し
て
、
巨
大
化
と

多
国
籍
企
業
化
し
て
い
る
と

説
明
。
３
項
目
は
、「
私
た
ち

は
い
ま
」
２３
春
闘
で
の
労
働

組
合
の
役
割
、
経
済
闘
争
と

政
治
闘
争
を
結
合
し
た
取
り

組
み
が
重
要
だ
と
解
説
。 

 

時
間
が
無
か
っ
た
た
め
、

質
問
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
の
日
本
社
会
の
し

く
み
が
良
く
理
解
で
き
た
学

習
内
容
で
し
た
。
全
体
の
参

加
者
は
１５
名
、
４０
代
・
５０
代

の
幹
部
役
員
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。 

 

員
を
担
う
幹
部
候
補
を
対
象

に
し
た
次
世
代
活
動
家
育
成

学
習
会
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、

「
資
本
主
義
社
会
の
し
く

み
」
関
西
勤
労
協
・
中
田
進

副
会
長
を
お
招
き
し
て
行
い

ま
し
た
。
中
田
先
生
の
学
習

会
は
、
３
本
を
柱
に
し
た
学

習
内
容
で
、
１
項
目
は
、「
資

本
主
義
と
搾
取
の
し
く
み
」

で
労
働
力
さ
え
も
商
品
で

「
労
働
力
」
を
売
っ
て
生
き

騰
を
上
回
る
賃
上
げ
を
勝
ち

取
る
２３
春
闘
し
ま
し
ょ
う
。

と
具
体
的
な
戦
略
ま
で
説
明
。

質
疑
応
答
で
は
、
職
場
の
労
働

時
間
に
つ
い
て
の
質
問
、
ト
ラ

ッ
ク
協
会
へ
入
っ
て
い
な
い

企
業
へ
の
申
し
入
れ
が
出
来

な
い
の
か
な
ど
が
あ
り
、
有
意

義
な
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
般
学
習
会
の
参
加
者
は
、

全
体
で
１４
名
で
し
た
。 

午
後
の
部
は
、
次
の
府
本
部
役

も
通
常
の
勤
務
時
間
に
代
休

を
与
え
れ
ば
２５
％
の
割
増
賃

金
の
支
払
で
良
い
と
い
う
抜

け
道
も
あ
る
と
説
明
。
こ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
金
体
系

改
悪
や
賃
金
減
収
に
は
労
働

契
約
法
や
労
働
協
約
を
活
用

し
て
対
処
し
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク

部
会
運
輸
関
連
統
一
要
求
基

準
に
基
づ
き
交
渉
し
、
物
価
高



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
で
す
。 

 

憲
法
９
条
無
力
論
、
「
力

に
は
力
」
で
と
、
中
国
の
覇

権
主
義
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
な
ど
へ
の
対
応
に
専

守
防
衛
か
ら
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
」
を
と
閣
議
決

定
し
、
大
軍
拡
を
進
め
る
方

針
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
軍
拡
よ
り
、
コ
ロ

ナ
対
策
で
国
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
を
最
優
先
す
る
政
治

へ
の
転
換
、
異
常
な
円
安
と

物
価
高
騰
で
く
ら
し
を
直
撃

し
て
い
る
改
善
策
こ
そ
優
先

す
べ
き
課
題
、
す
べ
て
の
物

価
を
引
き
下
げ
る
消
費
税
の

減
税
と
賃
金
・
単
価
の
大
幅

引
き
上
げ
で
日
本
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
労
働
組
合
に
団
結
し
、

春
闘
で
団
結
し
、
統
一
地
方

選
挙
も
重
視
し
て
奮
闘
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
１
時

間
４０
分
の
講
演
を
閉
め
ま

し
た
。 

 

 

中
田
先
生
か
ら
、
学
習
な

し
に
は
、
確
信
も
展
望
も
生

ま
れ
ず
、
諦
め
が
生
ま
れ
る
。

諦
め
さ
せ
る
こ
と
が
資
本
家

の
狙
い
で
あ
る
。
真
実
を
見

抜
く
力
を
付
け
る
た
め
に
も

学
習
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。 

 

労
働
組
合
は
、
経
済
闘
争

だ
け
で
な
く
、
政
治
闘
争
・

思
想
闘
争
が
重
要
な
ん
で

す
。
関
西
ダ
ン
プ
は
、
毎
年

私
を
呼
ん
で
学
習
会
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
継
続
し
た
力

が
大
切
だ
と
力
説
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

ま
た
、
戦
後
日
本
の
支
配

層
は
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、

財
界
本
位
、
自
民
・
公
明
・

補
完
勢
力
の
維
新
・
国
民
民

主
が
唱
え
る
新
自
由
主
義

(

弱
肉
強
食
）
こ
そ
が
大
企

業
・
財
界
が
求
め
て
い
る
こ

 

関
西
ダ
ン
プ
支
部
は
、
１

月
８
日(
日)
１０
時
１５
分
か

ら
関
西
勤
労
協
の
中
田
進
先

生
を
講
師
に
招
き
「
２３
春
闘

を
め
ぐ
る
情
勢
と
労
働
組
合

へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、
茨

木
市
ク
リ
エ
イ
ト
３
０
４
号

室
に
て
恒
例
の
新
春
学
習
会

を
１２
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
年
明
け
早
々
か

ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性

ま
た
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
て

い
る
方
が
多
く
、
参
加
者
数

が
寂
し
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
一

昨
年
に
組
合
を
公
然
化
し
、

会
社
と
争
議
状
態
に
な
っ
て

い
る
大
幸
工
業
分
会
の
仲
間

３
名
が
参
加
し
、
中
田
先
生

の
学
習
で
元
気
を
貰
い
、
今

年
も
頑
張
る
決
意
を
固
め
ま

し
た
。 
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日
目
は
、
１０
名
の
討
論
が
予

定
さ
れ
、
各
県
本
部
の
春
闘

の
構
え
や
戦
略
の
報
告
で
方

針
を
補
強
す
る
発
言
で
し

た
。
大
阪
は
前
村
中
央
委
員

が
最
終
討
論
で
大
阪
府
知
事

選
挙
に
「
明
る
い
民
主
府
政

を
つ
く
る
会
」
独
自
候
補
の

た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
氏
へ
の

支
援
と
カ
ン
パ
要
請
、
ま
た
、

３
月
１２
日
に
夢
洲
で
IR
カ

ジ
ノ
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る

真
正
面
の
敷
地
で
ト
ラ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
の
決
起
集
会
を
行

い
、「
２３
春
闘
勝
利
！
物
価

高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ

を
勝
ち
取
ろ
う
！
」「
燃
料
高

騰
、
中
小
企
業
経
営
危
機
突

破
！
」「
カ
ジ
ノ
建
設
阻
止
、

消
費
税
減
税
、
雇
用
確
保
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
府
民
へ
ア

ピ
ー
ル
す
る
。
と
い
う
内
容

で
討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
、
２
日
間
の
第

２４
回
中
央
委
員
会
が
閉
会

し
ま
し
た
。 

 
の
提
案
。
鈴
木
書
記
次
長
か

ら
２
０
２
２
年
度
中
間
決

算
報
告
。
休
憩
後
に
１５
名

の
討
論
で
初
日
の
中
央
委

員
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
２

ン
チ
ー
ム
】
と
な
り
た
た
か

い
ぬ
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

廣
瀬
書
記
長
か
ら
「
春
闘
方

針
案
、
統
一
要
求
基
準
案
」

の
う
ち
、「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」
で
は
、「
敵
基
地
攻
撃
」

い
わ
ゆ
る
反
撃
能
力
を
明
記

し
て
、
今
後
５
年
間
で
４３
兆

円
の
軍
事
費
を
捻
出
す
る
。
軍

事
費
の
増
加
は
、
大
増
税
で
あ

り
、
社
会
保
障
が
益
々
切
り
捨

て
に
な
る
こ
と
は
必
至
だ
。」

と
述
べ
「
平
和
・
民
主
主
義
を

守
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
建
交
労
の

仲
間
の
ひ
と
り
一
人
が
主
人

公
と
な
り
、
た
た
か
い
の
質
・

量
と
も
大
き
く
し
な
が
ら
【
ワ

 

建
交
労
第
２４
回
中
央
委
員

会
は
、
１
月
２８
日
・
２９
日

（
土
・
日
）
２
日
間
、
群
馬

県
安
中
市
の
磯
部
ガ
ー
デ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

の
参
加
者
は
、
８２
名
、
大
阪

府
本
部
の
中
央
委
員
参
加

は
、
前
村
執
行
委
員
長
。
コ

ロ
ナ
禍
で
参
加
人
数
は
少
め

で
し
た
が
、
す
べ
て
実
参
加

で
行
い
ま
し
た
。 

 

初
日
の
中
央
委
員
会
は
、

足
立
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
は

石
川
県
本
部
・
久
保
浩
美
氏
、

宮
崎
県
本
部
・
河
野
和
彦
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

に
中
央
執
行
委
員
会
を
代
表

し
て
、
角
田
中
央
執
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
角
田
委
員
長
は
、「
岸
田

内
閣
は
昨
年
末
の
１２
月
１６

日
に
安
保
関
連
３
文
書
の
改

定
を
閣
議
決
定
し
、
３
文
書

ＮＯ９１（４）           建交労大阪府本部機関紙              2023 年 1 月号         

 


